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５．指導上の工夫・留意点

（１）早く終わった子どもには、草の名前の由来などを話したり、草遊びをしたりして、草に対

する親しみを持たせます。

（２）目的外の草を採ってきたとき、知っていれば教えてあげ、知らない草なら名前にこだわら

ず、その草の特徴などを話し合い、感動を共有します。

（３）ゲストティーチャーにお願いすると安心です。

１．学習のねらい

校内や近くの野原、空き地などで、ビンゴゲームをしながら植物に親しみます。

（１）雑草にはきれいな花や、おもしろい実をつけるなど、種
しゅ

ごとに特徴があり、観察すること

により違いがわかることを知ります。

（２）身近な雑草にも全て名前がついていることを知り、「種
しゅ

の多様性」の考え方の基礎を身に

つけます。

２．実施について

（１）実施時期：４月ごろから10月ごろ

（２）実施場所：校庭または近くの空き地や公園

（３）指導時数：２時間

（４）指導対象：２学年～４学年

３．準備するもの

・ビンゴカード　・色鉛筆　・下敷きになるようなもの

４．学習の進め方

（１）活動する場所を選定します。

①多様な雑草が生えているところを選びます。

子どもにもすぐわかる特徴のある雑草が生えている所を選びます。

②危険でないところを選びます。

穴、有刺鉄線、不法投棄のごみ、がれきなどがないか。

マムシ、ムカデ、イラガなどの危険な生物がいないか。

ハゼノキなど、皮膚に有害な植物がないかなど。

（２）特徴的な草を８種類選び、ビンゴカードを作ります。

・たくさん生えていて、子どもの目につきやすいもの。

・少ないけど、特徴がはっきりしていて、すぐそれとわかるもの。

・名前の由来が印象的なもの。

なお、春・夏・秋用のワークシートを作ってありますので使用してください。

（３）子どもたちはビンゴをめざして、自由に草をさがし、見つけた草のマスに色を塗っていき

ます。採った草が見分けがつかない時は、先生に見せて、それが目的の草であるかどうか

を確認します。

なお、ワークシートのフリースペースには、記載してある８種類以外のくさばなを入れ

ることもできます。

分類　自然体験（生き物・みどり）

題名 くさばなビンゴであそぼう
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１．学習のねらい

アゲハチョウを育てることを通して、昆虫などの生き物に親しみ、自然の営みについて理解

を深めます。

２．実施について

（１）実施時期：５月～10月　　　　　　　　（２）実施場所：ミカン園、校内

（３）指導時数：１時間（飼育観察は随時） （４）指導対象：中学年

３．準備するもの

・飼育容器　　・餌（葉のついたミカンの枝先） ・小瓶　　　・ワークシート

４．学習の進め方

（１）アゲハチョウに関する導入の学習をします。

（２）ミカン（枝先）の葉に付いているアゲハチョウの卵や幼虫を見つけに行きます。

ミカンの木の枝先（10㎝ぐらい）ごと採集してきます。

（３）卵または幼虫の付いたミカンの枝を水を入れた小瓶に差して、飼育容器に入れます。

（４）幼虫は脱皮を繰り返して大きくなり、さなぎから成虫へと変態するので随時観察し、記

録を取っておきます。

（５）成虫になったら、子どもたちと野外に放ち、自然界へ帰っていくのを見送りましょう。

５．指導上の工夫・留意点

（１）ミカンの枝を折る場合は、ミカン園の方に実験用に使うための了解をとりましょう。

（２）水を入れた小瓶にミカンの枝を差すときには、中に幼虫が落ちないよう瓶の口に詰め物

をします。

（３）餌となるミカンの葉は食べられてすぐに無くなるので、毎日、新しいものを確保してやる

必要があります。餌を確保する段取りができてから飼うようにしましょう。

（４）幼虫が活動するのは、おもに夜です。大きくなると食べる量も多くなるので、帰宅する前

に餌を入れておくのを忘れないようにします。

（５）飼育容器は、市販のものでもよいのですが、大きなペットボトルの底を切り抜いて作るこ

ともできます。それを小瓶に生けたミカンの枝にかぶせるせるように置いてもよいでしょ

う。幼虫は、よく動き回るので、逃げ出さないように気をつけましょう。

（６）さなぎの期間は、気温などの条件によって変わりますが、根気強く観察しましょう。

（７）さなぎのまま晩秋を迎えると、冬越しをすることがあります。

（８）アゲハの仲間は、威嚇のために頭から角を出してくさい匂いを放ちます。それは食草に

含まれる匂いの成分といわれています。その食草の匂いを嗅いでみるのもよい体験です。

（９）アゲハチョウの幼虫には、アゲハヒメバチなどが寄生します。幼虫の時に卵を産み付け、

さなぎの時にハチが羽化して出てくることがあるので、注意しておきましょう。

分類　自然体験（生き物・みどり）

題名 アゲハチョウを育て、羽化を見よう




